
ご意見・ご要望への対応について

番号 市民からのご意見・ご要望 地区 議会の対応（市側からの対応も含む。）

1
市庁舎の移転に伴い、跡地利用として第２体育館、武道館、文化ホー
ルの建設が検討されているが、剣道場を３面設けるようにしてほし
い。地域のニーズに応える施設づくりをお願いする。

大村
市に確認したところ、「新体育・文化施設の整備については、体育、武道、文化などの関係者に委員
として参加いただいている外部検討委員会において場所、規模、機能等を検討いただいている。」と
の回答がありました。

2 小学校に卓球台を設置できないか。 大村
市に確認したところ、「小学校の体育の教科において、卓球種目は採用していないため、卓球台を設
置する予定はない。」との回答がありました。

3
市民が主体的に関与できるコミュニティの形成が重要である。若者や
働き世代が意見を出し合う場を持つことが地域活性化につながるので
はないか。

大村

市に確認したところ、「多くの市民が町内会に加入することで若者や働き世代の住民同士が触れ合う
機会が増え、コミュニティのつながりが強固になると考えており、「大村市町内会への加入及び町内
会活動への参加の促進に関する条例」を令和７年４月１日から施行する。また、毎年、地区別ミー
ティングを８地区で開催し、若者、子育て世代を含め様々な世代の方々から市の施策や地域の課題な
どについて多くの意見や提言をいただいている。そのほか、市民の皆様からの意見、提案、要望、苦
情などを市政に反映させるため、市長提言箱、郵便や電子メール・市ホームページの問合せフォーム
による方法で、広く受け付けている。」との回答がありました。

4
大村駅前の寂れた印象を改善するため、バスターミナルのリニューア
ルをしてほしい。新しいバスターミナルに市民交流機能や出張所機能
を設けることを期待する。

大村

市に確認したところ、「市庁舎移転に伴う大村地区の出張所については、来庁者の市民の皆様の利便
性や費用等を考慮した上で、市中央公民館（市役所横のコミュニティセンター）やプラットおおむら
などの既存施設の活用を基本として現在検討している。また、大村バスターミナルのリニューアルに
ついては、大村バスターミナルビル地区市街地再開発準備組合が設立され、協議が進められている。
現在、事業協力者候補が選定されたところであり、今後、再開発を進める上でどのような機能を設け
るか検討されていく予定である。」との回答がありました。

5
近隣の諫早市や佐世保市での給食費無償化の取組を参考に、大村市で
も同様の施策を実施するべき。

大村
市に確認したところ、「給食費の無償化は現在考えていないが、市長会を通じて国への要望を強く
行っていく。なお、物価高騰による給食費の増額分については、給食費を現状の水準に据え置くた
め、市の一般財源を充て保護者の負担軽減を図っている。」との回答がありました。

6

ボートレースの盛り上がりに続く次の産業育成が必要である。大村市
の強みである農業を守るため、デジタル化やスマート農業の推進が重
要である。また、農業における外国人労働者の受け入れについても議
論が必要である。

大村
市に確認したところ、「外国人労働者の受入れについては、県及びＪＡで対応している。今後、農業
従事者の不足はすぐに対応すべき重要な課題であるため、新規就農者の更なる確保や農福連携の推
進、多様な担い手の確保に努めていく。」との回答がありました。
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7

子育て支援や若い世代への施策も重要だが、65歳以上のシルバー世代
への支援も不可欠である。特に、高齢者の免許返納後の移動支援に関
する手厚いサポートを求める。
高齢者向けにタクシーチケットの配布をお願いしたい。

大村
西大村

市に確認したところ、「タクシーチケット配布の代替えとして、令和７年度から75歳以上で運転免許
証を持っていない方を対象にバス、タクシー及びＪＲで利用できる交通系ＩＣカードを配布する事業
を実施する。」との回答がありました。

8
全線フル規格新幹線「かもめ」の実現と新大村駅の乗降客数の増加を
求める。駅構内にコンビニなどの施設を設置できないか。

西大村
市に確認したところ、「コンビニについては、駅所有者であるＪＲ九州に対して以前から要望を行っ
てきたが、「駅利用状況から設置しない。」とのことで、現在に至っている状況である。」との回答
がありました。

9
企業誘致が重要である。また、大村市に研究開発機関や大学を誘致す
ることも考えてほしい。

西大村
市に確認したところ、「工業用水が不足しているため、工業用水をあまり必要としない企業の誘致を
進めているところである。大学等の高等教育機関の誘致については、本市にとって魅力的な話があれ
ば、前向きに取り組んでいきたい。」との回答がありました。

10
市職員の福利厚生（庁舎内に保育所を設置するなど）と人材確保につ
いて尋ねる。

竹松
庁舎内に保育所を設置することは、市としては計画しておりません。優秀な人材確保は重要なことで
あり、議会の中で共通の課題として研究してまいります。

11
町内会へ加入するための条例をつくっているようだが、条例ができた
ら町内会ごとの詳細を書いたものを配布してほしい。また、ガイド
ブックを作って全戸に配布してほしい。

竹松

令和７年４月１日から「大村市町内会への加入及び町内会活動への参加の促進に関する条例」が施行
されます。施行後は、更に具体的な施策への取組が行われるよう議会としても提案してまいります。
中でも、他市で行われている「町内会パンフレット」を作成し、町内会の位置づけと町内会加入の促
進を図るための取組を実施していくよう強く要望してまいります。

12
民生委員になる人がいない。欠員を補充するためにどのようなことを
考えているのか。

竹松

民生委員・児童委員の活動はとても重要なことであると認識しています。一方、委員の欠員があった
り任期が切れても、新たに引き受けてくださる方がなかなか見つからないという状況は議会としても
認識しています。組織の見直しも含めて、検討がなされるようですが、議会では厚生文教委員会のメ
ンバーが令和７年２月３日に「市民と議会のつどい」として、民生委員・児童委員の方々と課題の共
有を図り、行政がどう取り組んだらいいのか協議を行いました。
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13
竹松小学校のトイレが洋式に変わったため、数が足りない。富の原小
学校の体育館にはトイレが一つしかない。新設を求める。

竹松

令和６年12月２日に富の原小学校の職員と共に、トイレの現状について確認を行いました。体育館横
のトイレは体育館と一体で内外から入れるようになっていますが夜間は施錠されています。男女別の
トイレがあり、男子用は洋式とストール小便器、女子用は洋式と和式が各１室ずつです。プール横に
も屋外用のトイレがあり無錠でした。男女兼用で、ストールが２基と和式が２室でした。現時点では
トイレを増設するスペースはありませんでしたが、いずれの学校についても、今後、大規模改修をす
る際に併せて検討するよう要望します。

14
新庁舎ができると、「プラットおおむら」の中にある施設のうち、移
動する施設は何か。また、空いたスペースの活用は何か考えられてい
るのか。

竹松
鈴田

中心市街地複合ビル内の長寿介護課、障がい福祉課は新庁舎へ移動します。新庁舎へ集約後のこども
センターや中心市街地複合ビルの空きスペースについては、老朽化が進んでいる市の施設に入居して
いるシルバー人材センターなどの各種団体も含め、最適な配置となるよう検討を進めるとのことで
す。将来の大村のためになる施策として、議会としてもしっかりと研究を行ってまいります。

15
町内会長会連合会と市長の話し合いの中で、新庁舎に町内会長室を設
けるよう要望したが、提示された図面のどこにあるのか。

萱瀬
松原

現在の計画の段階では、町内会長会専用室の設置は考えていないようですが、町内会長会等の会議で
必要な場合、できるだけ地域げんき課の横の会議室を優先的に使えるよう配慮していくとのことで
す。今後、基本設計、実施設計が示される中で、町内会長会として利用しやすい環境を整えるよう要
望してまいります。

16
消防団はＩＰ無線を使っているが、災害や消防の際に本部と連絡が取
れないことがあり困っている。早急に対応してほしい。

萱瀬

消防署も消防団と同様に、現在はＩＰ無線とトランシーバーの併用で何とか行っている状態で、全地
域をカバーするには限界があり、無線のつながる場所へ移動しての対応しかありません。今後も消防
と消防団でも課題として共有し対策の検討は行っていきますが、早急な対応は難しいと考えていま
す。議会としても対策を考えるよう要望を続けてまいります。

17
南川内の通信環境の件で、市の担当者から電波用のアンテナは立てら
れるが、維持費がかかるのでできないと言われた。維持費がどれくら
いかかるのか調べてほしいと伝えているが返事がない。

萱瀬

南川内地区では、パソコンのネット回線と電話回線の二つについての要望がある中で、特に携帯電話
がつながるようにとの要望と受け止めています。携帯電波用のアンテナ設置費用と維持費について
は、市で見積り算定中ですが、課題として通信会社が今後のエリア拡大は行わないと方針を打ち出し
ている中で、市が費用を負担するとしても民間業者が設置に協力するか難しい点があります。市の
「しゃくなげ公園」もあり、観光シーズンには来訪者も多い地域でありますので、議会としても市当
局へ要望を続けてまいります。
なお、令和７年度から携帯電話の電波が届かない、かつインターネット回線が整備されていない地域
にお住まいの方で、衛星通信サービスを希望される方に、受信機の購入及び設置費用の一部を助成す
る補助金が創設されます。

18
南川内のしゃくなげ公園までの道路が狭い。市は道路工事をすると言
われたが、いまだにされてない。

萱瀬
全体的な改修については、時間がかかりそうですが、コーン等で注意を促している危険箇所について
は、令和６年11月から工事に着手しており、令和７年３月中旬には完成する予定とのことです。議会
としても進捗状況について確認を続けてまいります。
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19
期日前投票はどこでもできるが、投票日は決まった場所でしか投票で
きず、遠くの投票所まで行かなければならない。投票日当日もどこで
も投票できるようにしてほしい。

萱瀬

期日前の投票は、大村市役所、イオン大村店、郡コミセンのどこでも投票できますが、この３か所は
専用のケーブルでつながっており、どこの投票所でも投票できるようになっています。一方、投票日
の投票所は電子機器等のトラブルが発生しないよう、また、トラブルが発生した場合の対応が速やか
にできるよう回線がつながってない独立したものです。また、投票日の投票は地区や町内など、分か
りやすい区域を設定した投票所で投票するよう法で定められていますので、投票所まで遠い方もおら
れると思います。近い場所での投票を可能にするためには、投票区域の見直しが必要ですが、要望の
萱瀬地区については、現在のところ区域の見直しは行う予定はないとのことです。投票率の低下が問
題視されている中で、大変だと思いますがご理解ください。なお、議会の市政一般質問で期日前投票
所の増設を要望しておりますが、人員確保や設備費用の課題があり、早急な対応は難しいと思われま
す。議会としても投票率を上げる課題として、今後も要望等取り組んでまいります。

20 町内会加入をどう啓発しているのか。 萱瀬

町内会加入者が減少していることは、地域住民のコミュニケーションはもとより、安心・安全な街づ
くりの面でも重要な課題だということは議会としても強く感じています。令和７年４月１日に「大村
市町内会への加入及び町内会活動への参加の促進に関する条例」が施行されます。この条例を起爆剤
として、大村市・町内会長会連合会・市議会、その他関係団体と具体的な計画を立ち上げて、さらに
推進していけるよう取り組んでまいります。

21
高齢者が増えていく中で、ごみステーションまでごみを持って行けな
い人も増えている。ふれあい収集も申込みが難しくなっているように
感じている。対応を考えてほしい。

萱瀬

令和６年10月末時点のふれあい収集によるごみ収集は288世帯で、介護保険事業の要介護認定を受け
ておられる方、身体障がい者等の手帳を持っておられる方、これらに準ずる方で、市が必要と認める
方を対象として行われています。確かに高齢になり歩くのがつらい、重いものを持って収集場所へ行
けないという方がたくさんおられることは、十分理解しております。議会としてもこの「ふれあい収
集」制度が柔軟性を持って対象範囲を広げられるよう研究しながら、市当局へ提案していきたいと思
います。

22
沖田町の町内会加入率が30％程度まで低下している。条例制定や補助
金制度活用の際、町内会加入を条件にできないか。

福重
市に確認したところ、「市が行う各種補助金等の交付に関して、交付対象者の町内会加入を要件とす
ることは難しいと考えているが、優遇措置については「大村市町内会への加入及び町内会活動への参
加の促進に関する条例」の制定後に検討していく。」との回答があっております。

23
防犯カメラを多く設置すれば防犯の街大村をアピールでき、犯罪の抑
止につながるのではないか。特に中山間部での防犯カメラ設置を要望
する。

福重
市に確認したところ、「範囲が広く膨大な数になることから、市で防犯カメラを設置することは困難
であると考えている。」との回答があっております。

24
公民館の老朽化対策や修繕費用の補助の必要性について、補助対象に
シロアリ駆除費用を入れてほしい。また、緊急性のある修繕への柔軟
な対応を要望する。

福重

市に確認したところ、「シロアリの予防及び駆除については、維持管理に係るものとして補助対象外
となり、今後も同様の考えとしている。ただし、シロアリ被害による建屋の改修については、ほかの
増改築と同様と考えている。緊急的な修繕に関しては予算の確保が難しい状況ではあるが、災害によ
り被害を受けた町内公民館の復旧など、必要に応じて工事前に相談いただきたい。」との回答があっ
ております。
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25
農業の後継者不足問題について、農業関係に予算をもっと使ってほし
い。

福重

市に確認したところ、「農業の後継者不足を含めた担い手支援について、市では、これまで『大村の
農業を新たに担う「担い手」づくり事業』の中で「農業を始める前」、「農業を始めたら」、「軌道
に乗ってきたら」の段階ごとにそれぞれ支援を行っている。具体的には、農業機械や設備の導入に係
る経費の一部についての補助などである。今後もスマート農業や農福連携などの取組を進めて農繁期
の人手不足解消を図っていくとともに、親元就農などＵターン者に対する支援も検討しているところ
である。」との回答があっております。

26
議会のYouTube配信について、休憩時間の映像をカットするなど改善
してほしい。

福重
議会のYouTube配信については、編集していない全体の動画の配信しか行っていませんが、休憩時間
をカットしたり、一般質問の質問者ごとに分けるなどの編集を行った映像を大村市議会のホームペー
ジに掲載しておりますのでそちらをご覧ください。

27

レインボーロード坂口野岳間の高速道路高架付近について、通学路に
なっているが見通しが悪く、夜は保安灯がないので暗い。また、近く
で不審車両を見かけることがあるため、保安灯・防犯カメラの設置を
要望する。

福重

市に確認したところ、「市から警察署へ情報提供するが、今後、不審車両を見かけた場合は110番通
報するか、最寄りの交番等に連絡していただくようお願したい。道路照明灯（保安灯）の設置につい
ては、令和６年11月29日付けで要望書が出されており、令和７年１月末に設置が完了している。」と
の回答があっております。

28
松原海岸沿い民家裏の護岸擁壁が洗堀されコンクリートにひび割れが
起きているため、大村地区漁港施設整備事業終了後に対応してほし
い。

松原

市に確認したところ、「護岸擁壁は、農林水産整備課で日常点検（年２回）を実施しており、コンク
リートのひび割れなど確認している。今後の補修等は補助事業で事業化できるかなど長崎県と協議を
進め検討していきたい。なお、現在、東浦漁港及び松原漁港にて沖防波堤など新たな施設整備に着手
しているため、早急な対応は難しいが、引き続き日常点検・経過観察に努める。」との回答があって
おります。

29 町内集積所改修に60～70万円かかるが、今の補助額では足りない。 松原

市に確認したところ、「ごみステーション整備に係る補助金は、大村市ごみステーション整備補助金
交付要綱に基づいて交付しており、燃やせるごみ用のステーションは補助率100％で限度額８万円、
燃やせないごみ又は資源物用のごみステーションは補助率45％で限度額27万円と定めている。令和元
年度以降の燃やせないごみ及び資源物用のごみステーションの補助金交付件数は15件で、そのうち限
度額での交付が２件、残りは限度額以内での交付である。現時点では限度額の変更は考えていないた
め、改修規模の見直しなどをご検討いただきたい。」との回答があっております。

30
野岳湖公園を整備するなら道路整備もすべき。特に大村湾サーキット
からロザ・モタ広場間の道路や歩道がない箇所。

松原
市に確認したところ、「県道大村嬉野線から水辺の広場に至るまでの市道大堤中山線など、野岳湖公
園外周道路の整備に関しても、実施計画の中で検討していく。」との回答があっております。

5



ご意見・ご要望への対応について

31
野岳湖公園の成木の松が松くい虫の影響で年々枯れている。それに対
応するため、年に５～６本でも植樹ができないか。

松原
市に確認したところ、「松くい虫被害対策については、薬剤等による予防対策や被害木の伐倒等の駆
除対策等を実施するとともに、森林や公園の環境を保全する対策について、今後研究していく。」と
の回答があっております。

32
松原小学校の児童が少なく校区の見直しが必要ではないか。バスを出
せばもっと児童が集まるのではないか。

松原
市に確認したところ、「現在、特別転入学制度の児童は保護者送迎としており、松原小学校の児童減
少に対しては特別転入学制度を活用していきたいと考えている。」との回答があっております。

33
以前あった危機管理課を分けてしまったが、新たに設けるべきではな
いか。

松原
市に確認したところ、「新たに危機管理課を設ける考えは今のところない。」との回答があっており
ます。

34
市役所からの電話がどの部署から発信されたものか分かるようになら
ないか。留守電のときは録音に残してほしい。

鈴田

市に確認したところ、「市役所からの電話の着信履歴は、代表電話番号が表示されるため、担当部署
が分からずご不便をおかけしている。市役所からおかけした電話が留守だった場合、折り返しの電話
に備えて、市役所の電話交換手に相手方の氏名、電話番号を伝えているため、代表電話番号にかけ直
して、氏名、電話番号を申し出ていただければ、発信部署につながるようにしている。また、留守番
電話機能がある方には録音に残すよう徹底し、ご不便をおかけしないよう努めていく。」との回答が
あっております。

35 新庁舎の材料費、人件費の詳細は公表するのか。 鈴田
市に確認したところ、「基本設計時点の概算事業費の内訳として本体工事費、解体費、設計費、備品
購入費等を示しており、さらに詳細を公表する予定はない。」との回答があっております。

36
新庁舎完成後、大村出張所はどこにできるのか。プラットおおむらに
するのか。

鈴田

市に確認したところ、「市庁舎移転に伴う大村地区の出張所については、来庁者の市民の皆様の利便
性や費用等を考慮した上で、市中央公民館（市役所横のコミュニティセンター）やプラットおおむら
などの既存施設の活用を基本として現在検討している。駐車場などの設備についてもしっかりと考慮
した上で令和７年度中に決定したいと考えている。」との回答があっております。
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37
新庁舎へ移転すると三浦、鈴田地区から市役所への交通アクセスが不
便になる。住民センターの充実や公共交通の支援をお願いする。

鈴田
三浦

市に確認したところ、「長崎県交通局と協議を重ねており、新庁舎へのバスの便数は、５路線100便
程度を予定している。また、オンライン申請など住民センターの機能の充実についても検討していき
たい。」との回答があっております。

38 新庁舎の団体事務所には何が入るのか。 鈴田
市に確認したところ、「倉庫棟２階の団体事務所には、職員組合が入居する。」との回答があってお
ります。

39
出張所でネット申請ができるなど、出張所機能の充実は考えているの
か。

鈴田
市に確認したところ、「出張所機能の充実については、新庁舎窓口と併せて今後検討していく。」と
の回答があっております。

40
各出張所の受付窓口は、車椅子やシニアカー利用者を考え、カウン
ターを低くし、窓ガラスをなくし、椅子を置くなど改善をしてほし
い。

鈴田
市に確認したところ、「出張所窓口のカウンター窓ガラスをなくすことは保安上の観点から慎重に判
断したい。カウンターを低くすることについては、まずは利用者の意見を聞き、玄関ロビーに記帳台
を置くなど対応できないか検討していく。」との回答があっております。

41 現在の上下水道局の跡地はどうなるのか。 鈴田
市に確認したところ、「上下水道局は新庁舎に移転することになっているが、上下水道局の跡地利用
については今のところ未定である。」との回答があっております。

42 第２体育館、武道館はいつできるのか。 鈴田
市に確認したところ、「現在外部の委員会で検討している。整備時期については、市の財政負担やほ
かの大型事業など考慮しながら検討していきたい。」との回答があっております。
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43
レスリング練習の場所がないため、鈴田幼稚園跡、自衛隊の施設など
借用できないか。協会から陳情しているがなかなかできない。

鈴田
市に確認したところ、「鈴田幼稚園については解体を予定しており、自衛隊施設については部隊に問
い合わせたが貸出はしていないとの回答があった。現在の市の施設で使用できるところがないか調
査・検討していく。」との回答があっております。

44 議会傍聴席入り口の案内表示を分かりやすくしてほしい。 鈴田 案内の表示場所などを改善しました。

45
プラットおおむら入り口のアーケード側のＬＥＤ電球が令和５年６月
から消えたままになっている。

鈴田
市に確認したところ、「現在、入り口に雨漏りがあり、関連があるのではないかと調査中である。」
との回答があっております。

46
プラットおおむら、交流プラザから駐車場までが暗いため、街灯をつ
けてほしい。

鈴田 市に確認したところ、「まず現場を調査して、検討する。」との回答があっております。

47
大村駅近くのドラッグストアモリ下の歩行者用トンネルに不審者がい
るらしいので対策をお願いする。

鈴田
市に確認したところ、「当該地には防犯カメラを設置している。市からも警察に情報提供するが、不
審者を見かけたら110番通報するか、最寄りの交番への連絡をお願いする。」との回答があっており
ます。

48
前回のつどいの際に尋ねた平町の川の悪臭について、「保健所、市の
担当者が現地を確認した」と公表されているが、その後どうなったの
か。

鈴田

市に確認したところ、「鈴田川、横山川の状況について、県、市で確認し、排水している事業者に対
し改善の協議、指導を行うとともに、水質検査、河川の清掃を行っている。また、事業者と地元代表
者との話し合いを行い、情報共有を行っている。県とも連携し排水改善に向け協議を進めていく。」
との回答があっております。
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49
田久保バス停付近の交差点は交通量が多く、なかなか合流できないし
事故も多い。信号機を設置できないか。

鈴田
市に確認したところ、「警察に確認したが、朝夕以外は交通量が少ないため設置は困難とのことであ
る。」との回答があっております。

50 どん牛山に手洗い所を設置してほしい。 鈴田
市に確認したところ、「当該場所は民家もなく、給水区域ではない。また、高所のため水圧が足らず
水が出ない可能性が高く、設置は難しい。」との回答があっております。

51 岩松駅をはじめ市内の駅をきれいに管理してほしい。 鈴田
市に確認したところ、「市が管理している駅は岩松駅、大村車両基地駅、松原駅の３駅であるが、そ
の駅舎の清掃等については、シルバー人材センターに業務委託し、定期的に清掃してもらってい
る。」との回答があっております。

52
イノシシの捕獲用箱罠が足りないと聞く。アナグマ、タヌキなど小動
物用の箱罠も必要ではないか。

鈴田
市に確認したところ、「箱罠について在庫管理に努め、購入台数等検討している。小動物用罠も在庫
はあるが、購入台数等検討している。」との回答があっております。

53 新庁舎建設地には活断層はないのか。 三浦
市に確認したところ、「既往文献や現地調査、ボーリング調査などの地質検査の結果、建設地に活断
層は確認できなかった。」との回答があっております。

54

新庁舎の建設費が45億円ほど増額することに納得がいかない。もっと
議論すべきではないか。
新庁舎の建設費が179億円になっているがボートの基金などはどのよ
うに使われているのか。

三浦

市に確認したところ、「事業費については労働単価の上昇、原油高騰、資材価格の高騰など建設関係
経費の上昇により増加している。このことについては、市民説明会や議会などでも説明し、議論して
きている。また、令和５年度にモーターボート競走事業会計からの繰入金の一部である105.7億円を
市庁舎建設整備基金へ積み立てている。なお、基金残高は123億円である。」との回答があっており
ます。
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55

地域包括支援センターの新庁舎への移転はないと聞いているがなぜ
か。
長寿介護課や障がい福祉課などはプラットおおむらに残したほうが機
能が良くなると思うがどうして移転するのか。

三浦

市に確認したところ、「地域包括支援センターはプラットおおむらに入居している医師会、薬剤師
会、歯科医師会、社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会連合会と密接に関連しており同じ施設の
ほうが効率的であることから、集約しないこととした。なお、庁舎の分散化による市民サービスの低
下を解消するため、長寿介護課、障がい福祉課は新庁舎へ集約することにしている。」との回答が
あっております。

56
ボート収益金の活用で、より市民に還元できる事業をしてほしい。高
齢者への交通費支援や人口減少を踏まえた事業を考えてほしい。

三浦

市に確認したところ、「モーターボート競走事業収益基金は、公共施設等の整備のための財源や整備
に要した市債の償還の財源に充てることを条例で定めており、小中学校校舎等の建て替えや、各地区
からの要望があった道路整備などに活用することで、市民への還元を行っている。また、市債につい
ても交付税措置のないものは活用しないなど、将来世代の負担とならないようにしている。」との回
答があっております。

57
インフルエンザワクチンを諫早で受けても補助は受けられるのか。補
助金が自治体間で差があるのはなぜか。

三浦

市に確認したところ、「大村市が予防接種の委託契約をした医療機関での接種は助成対象になる。65
歳以上の人及び60～64歳で心臓、腎臓、呼吸器機能に重度の障害又はヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能に障害のある人（身体障害者手帳１級程度）については、市外でも諫早市を含め長崎県医師会
に加入している医療機関で接種する場合、助成を受けられる。乳幼児から中学生については、市外で
も諫早医師会加入の医療機関で接種する場合は、大村市の助成を受けられる。また、高齢者や子ども
に限らず、母親の里帰り出産、疾病による入院などの理由で、医師会に加入していない医療機関や県
外の医療機関で接種する場合、市に事前申請していただければ、一旦医療機関に実費で支払ってもら
い、後日、市から償還払いという形で助成を行っている。なお、助成額は各自治体で決めるため、自
治体間で差が生じる。」との回答があっております。

58
県道大村貝津線の交通渋滞や道路の補修などよく見てほしい。国道34
号の拡幅がまだ時間がかかるなら、溝陸たばこ屋前に信号機の設置を
希望する。

三浦
市に確認したところ、「警察に確認したが、朝夕以外は交通量は少ないことや信号機、補助信号機の
設置場所がないため設置は困難とのことである。」との回答があっております。

59
農業は不作問題など大変な状況である。今後の農業問題をどのように
考えているのか。

三浦
市に確認したところ、「スマート農業の導入により、生産性向上、省力化が図られ、農業の高齢化や
担い手不足等の問題解決につながるものと考えている。今後も第２期大村市農業基本計画により関係
機関と連携を図りながら推進していく。」との回答があっております。

60 イノシシと戦っている。鳥獣被害対策はどのようにしているのか。 三浦

市に確認したところ、「有害鳥獣の被害防止対策は、防護、すみ分け、捕獲を基本とし、総合的に組
み合わせて行う必要がある。ワイヤーメッシュ等の防護や箱罠等の捕獲に加え、除草や農地の管理
等、地域の協力のもと有害鳥獣を近づけさせない環境づくりが基本となる。」との回答があっており
ます。議会としても対策を訴えていきます。
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61 内倉地区で基盤整備をしているが、水の確保はできるのか。 三浦
市に確認したところ、「畑地へのかんがい用水を確保するため、貯水池（ファームポンド）を整備す
る。また、新たにボーリング水源を設け、貯水池へ導水する設備を整備する。」との回答があってお
ります。

62 さつき台周辺のヘドロがひどいため、どうにかしてほしい。 三浦
市に確認したところ、「さつき台周辺海岸の現地確認を行い、干潮時に干潟部分を確認したが異臭や
ヘドロは確認できなかった。」との回答があっております。
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